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巻頭言

ば、その出自において信仰の学であった
からといって、未来永劫そうあり続ける
必要はないのではないだろうか。

ところで、天理教学は一般に、原典学、
歴史教学（教会史）、教義学、実践教学（教
会学・伝道学）の 4 つの研究領域に分け
られる。この 4 つの領域のうち、教義や
信仰について研究する原典学や教義学は
ともかく（この 2 つを射程に入れて論じ
るには紙幅が足りない）、教会史や伝道学
の教学的研究において天理教の信仰が前
提条件とされるのであれば、それはどのよ
うな理由においてなのだろう。この条件
のもとでは、例えば、未信者の日本宗教
史研究者による天理教教団組織の近代化
についての研究は、日本の一新興宗教に
ついての歴史学研究であって、教学研究
にあたらないことになる。一方、同じ研
究トピックについて天理教を信仰する研
究者が論じるのであれば、それは教学研
究と見なされる。しかし、この場合、史
実のなかに無意識に神意を読み取ろうと
してしまう信仰者のバイアスがかかるか
もしれない。さらに、それがネイティブ（信
仰者）の視点に基づく解釈であるという
ことに気づかないのであれば、その歴史
学的研究において信仰が足かせになって
いるとさえ指摘されるだろう。

私の考えるネイティブ宗教学としての
天理教学は、ノンネイティブ（非信仰者）
による天理教学を許容する「開かれた」天
理教研究でもある。信仰の学としての天
理教学の扉を内向きに閉めたままにする
のではなく、その扉を開くことの可能性に
ついて考えてみるべきではないかと思う。
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『天理教事典　第三版』によれば、天理
教学は「信仰の内側からなされる」、「信
仰を前提とした」研究であり、「天理教の
教えを信仰する者の実存が要請する信仰
行為としての学問」、すなわち「信仰の学」
である。

（１）

澤井（2006）は、天理教学とは
「親神の啓示とその真理性に対する信仰を
その基本とし」て、教理内容を探求し人間
存在のあり方を理解しようとするもので
あり、「もしも こうした天理教学の根本的
立場を踏まえることなく教義研究を進め
るとすれば、たとえそれが教義および信
仰を語るものであったとしても、それは
天理教学研究ではない」

（２）

と宣言する。極
論すれば、信仰的情熱に基づかない教学
研究は天理教学にあらずということだ。

現在、天理教学の研究者を自認する者
はおしなべて天理教の信仰者であると思
われるので、澤井の主張を待つまでもな
く、彼らはそれぞれの信仰信念に基づい
て天理教学研究を行っているはずである。
信仰者の言葉で言えば、親神から与えら
れた「ようぼく」学者の「御用」として、（よ
うぼくとして）教理の研鑽に励み、（学者
として）教学研究を展開しているのだと
思う。天理教学に勤しむ者全てが信仰者
であれば、信仰の学としての天理教学と
いう位置づけは揺るぎないものと考えて
よいだろう。しかし、天理教学者のエト
スが、天理教の信仰を天理教学の前提条
件とするのであれば、天理教学はネイティ
ブ（信仰者）によるネイティブ（信仰者）
のための閉じられた学識となる。

このようなパラダイムにおいて、ネイ
ティブ宗教学としての開かれた天理教学
は果たして可能なのだろうか。確かに、天
理教学は他宗教の神学や教学と同様に、歴
史的には信仰の学として形成されてきた。
しかし、単なる学識ではなく「学問（ディ
シプリン）」であることを目指すのであれ
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